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本日の内容

・南海トラフの地震の特徴
・地震による揺れとそれに影響を与える要素
・南海トラフの地震による富山のゆれ
・地震に対するそなえ

32026/92

南海トラフの地震の特徴
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地震とは何か？

https://www.hinet.bosai.go.jp/about_earthquake/sec9.1.html

地震計

https://www.jishin.go.jp/main/yogo/d.htm

震源断層 （地下の現象：
直接目では見えないことが多い）

地震記録（地下で起きたことが地表で
知ることができる）

錘を不動点として地面の動きを記録

波動

seismometer

seismic wave

地震は地下における断層の急激な動き 52026/92

地震はどこで起きているか？

地震は浅い部分及び沈み込んだプレート内部で発生 気象庁
62026/92



4

日本列島周辺のプレート構造

気象庁 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/nteq/nteq.html

地震はプレートの動きで発生

72026/92

南海トラフと地震の発生域

地震調査研究推進本部 https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_kaiko/k_nankai/
82026/92
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なぜ，南海トラフが注目されているか

地震調査研究推進本部 https://www.static.jishin.go.jp/resource/regional_seismicity/kaiko/k_nankai_kako.gif

南海トラフでは繰り返し
マグニチュード８クラスの
地震が発生している

32時間年

発生間隔

92026/92

地震の繰り返し発生

気象庁 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/nteq/nteq.html

地震は弾性的に蓄えられた
エネルギーの開放現象

102026/92
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相模トラフの地震

気象庁 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/nteq/nteq.html

相模トラフでもフィリピン海プレートが沈み込み

大正関東地震

112026/92

次の関東地震は？

産総研 https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2017/pr20170511/pr20170511.html

大正関東地震の前は
元禄関東地震
（220年前）
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次の関東地震は？

132026/92

不均質なプレート境界

Nishikawa et al. (2023)  

固着している部分（大地震の震源
域）と定常的にすべっている部分
と中間部分が存在している

142026/92
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防災科研 https://www.hinet.bosai.go.jp/about_earthquake/sec5.3.html

定常的にすべり
152026/92

地震のタイプ

防災科研 ttps://www.hinet.bosai.go.jp/about_earthquake/sec5.3.html

破壊継続時間＝断層⾧÷破壊伝播速度

継続時間が数年にわたることあり

162026/92
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東海スロースリップ（2000～2005年）

国土地理院 https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/history/2-3-4_tokaiss2000-2005.pdf

浜名湖付近に
おいて6年かけて
プレート境界に
おいてすべり変

位
量

(c
m

)
変

位
量

(c
m

)
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微動

微動：周期0.1-1Hz, 深さ30-40km
(普通の地殻内地震が発生しない深さ）

鎌谷・勝間田, 2004
182026/92
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スロー地震の規模と継続時間の比例関係

規模（地震モーメント）

継
続

時
間

普通の地震
継続時間∝規模1/3

スロー地震
継続時間∝規模

微動

スロースリップ

(Ide et al. (2007)を元に作図）
192026/92

短期的スロースリップ中のすべり速度変化

Katsumata et al. (2024)

短期的スロースリップ
のひずみ

短期的スロースリップ
のひずみ変化
(傾斜除去)

微動活動

1～3時間くらいの
プレート間すべりが
速くなる時間帯が
存在する．

その時間帯には微動
活動が活発化している

202026/92
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1～3時間のすべり高速化領域
ひずみ変化

154分

146分

199分

73分

50分

短期的スロースリップ中にすべり
速度が一時的に速くなっている
時間帯が存在している

すべり領域推定域

212026/92

不均質なプレート境界

Nishikawa et al. (2023)  

プレート間すべりは一様では
なく空間的・時間的に様々な
様相を示している

222026/92
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海底地殻変動（海底面の絶対的な動きをさぐる）

海上保安庁 https://www1.kaiho.mlit.go.jp/chikaku/kaitei/sgs/
232026/92

固着の不均質性

海上保安庁 https://www1.kaiho.mlit.go.jp/chikaku/kaitei/sgs/

巨大地震の震源域でもプレート間固着は
一様ではない

242026/92
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海上保安庁 https://www1.kaiho.mlit.go.jp/chikaku/kaitei/sgs/pamphlet_180629-3.pdf

震源域の中にも固着の強い領域と
固着が弱い領域が存在している

252026/92

地震の発生を予測できるか

防災科研
https://www.hinet.bosai.go.jp/about_earthquake/sec5.3.html

巨大地震の前にプレスリップ
や前震などの現象が

発生する可能性がある

それらの現象が巨大地震に
結びつくかどうかの判定は

困難

いきなり巨大地震が発生する
ことが多数ある

262026/92
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２０１１年東北地方太平洋沖地震の前震

防災科学技術研究所 https://quaketm.bosai.go.jp/~kubota/publications/Kubota_etal_2017_EPSL/

前震に続いて，スロースリップが
発生していたとみられている

272026/92

地震による揺れとそれに影響を与える
要素

282026/92
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地震のゆれ
地震のゆれ ＝ 震源の効果 経路の効果 地点直下の効果× ×

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/jma-shindo-kaisetsu-pub.pdf

（震度） （マグニチュード）

震度：観測地震動が10倍になると震度が２段階大きく
なる

マグニチュード：観測地震動が10倍になると
マグニチュードは１だけ大きくなる

（距離・減衰） （軟弱地盤）

マグニチュードや震度は「桁」を表す指標
（大きくなると「桁違い」の現象が発生した

ことを表す）

292026/92

地震のゆれ(シミュレーション）
地震のゆれ ＝ 震源の効果 経路の効果 直下地盤の効果× ×

（震度） （マグニチュード） （距離・減衰） （軟弱地盤）

震源の効果 ＋経路の効果 ＋直下地盤の効果

距離減衰のみ Okada, Katsumata, and Hotta
(2026)の地震波減衰構造を利用

若松・松岡(2020)を
利用 302026/92
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経路の影響

飛騨山脈を横切る地震波の振幅の減衰は著しい
(溝上･他, 1983)

震度2の差 → 振幅が元のଵ
ଵ଴⁄ に減衰

地震のゆれ ＝ 震源の効果 経路の効果 地点直下の効果× ×

2021/2/13 M7.3
の地震

飛騨山脈の後ろに
「影」ができている

312026/92

https://maidonanews.jp/article/14204489

322026/92
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減衰構造の立体構造を推定する

3Dトモグラフィックインバージョン法
中村 (2009)

調査領域を格子状のブロックに分ける

・1ブロック：0.1°×0.1°×10kmとする

観測点
𝒊

𝒌𝒂 𝒌𝒃 𝒌𝒄

震源

𝒋

𝒌𝒅

332026/92

減衰構造の推定

震源の位置

解析に1451個の地震を使用

青 : K-NET
緑 : Hi-net

赤 : KiK-net
白 : 臨時観測点

観測点マップ
Study area

Okada, Katsumata, and Hotta  (2026)342026/92
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地震波の減衰構造

深さ0-10km
10Hz

𝑸𝒔ି𝟏

高減衰低減衰

飛騨山脈は異常な高減衰帯と
なっている

高減衰域はかならずしも火山
帯ではない

Okada, Katsumata, and Hotta  (2026)
352026/92

浅部の高減衰

1Hz

深さ0 – 10 km

飛騨山脈周辺：広い範囲で異常高減衰

房総半島：先端に高減衰域が集中

南側沿岸部：広い範囲で局所的に高減衰が分布

10Hz

𝑸𝒔ି𝟏

→ 非火山性の地域でも高減衰となっている

高減衰低減衰

飛騨山脈は異常な高減衰帯と
なっている

高減衰域はかならずしも火山
帯ではない

Okada, Katsumata, and Hotta  (2026)

362026/92
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浅部高減衰構造と地殻変形速度

飛騨山脈周辺：他の火山では見られないほど広範囲

房総半島：火山フロントから離れている非火山性地域

深さ0-10km
10Hz

𝑸𝒔ି𝟏

日本列島の隆起速度

(藤原･他, 2005)

これらの高減衰 → 隆起速度が大きい地点と一致

飛騨山脈はの異常な高減衰の主要因は火山ではない

Okada, Katsumata, and Hotta  (2026)

372026/92

飛騨山脈直下の減衰メカニズム

地形
隆起

変形速度が大きい → 地殻上部に多数の亀裂を作る

飛騨山脈：マグマ活動による地殻の薄化が推定
(原山･他, 2003) 382026/92
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飛騨山脈直下の減衰メカニズム

地形

• 隆起した地形の内部に多数の亀裂ができる

392026/92

飛騨山脈直下の減衰メカニズム

地形

• 隆起した地形の内部に大きな亀裂ができる

• 亀裂に流体が侵入

隆起速度が速い場所で高減衰
飛騨山脈直下の超低密度域：岩石溶融だけでは説明できない

(源内･他, 2002)
402026/92
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２つのスラブ（プレート）と活火山の分布

30 – 40km
10Hz

𝑸𝒔ି𝟏

• ２つのスラブの重なりにより周辺温度の低下
（Iwamori, 2009）

→深部でもPACプレートの脱水

• PHSスラブからの脱水、メルト上昇

二重スラブの影響を受けた減衰構造である可能性

30 – 40 km

減衰構造 太平洋プレートの深さ

Okada, Katsumata, and Hotta  (2026)

火山は沈み込むプレート
が深さ100-150kmになる
範囲に主に分布

飛騨山脈や白山はプレー
ト深さからみると，異常
な場所に存在

412026/92

飛騨山脈直下の減衰メカニズム

フィリピン
海スラブ
由来流体

太平洋スラブ
由来流体

二重スラブ型
メルト供給

最上部マントル
高減衰の滞留場所

内部減衰支配的

散乱減衰寄与亀裂＋少量の流体→ 流体供給
二層構造

422026/92
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フィリピン海スラブの影響

Okada, Katsumata, and Hotta  (2026) 432026/92

フィリピン海スラブの影響

• PHSスラブに対応する低減衰帯が広範囲に分布

b

Mt. HakoneMt. Fuji

(b)

𝑸𝒔ି𝟏 (𝟏𝟎𝑯𝒛)

PHSスラブが
バリアとして機能

PHSスラブの
ガイド効果を確認

富士山の大規模な
噴出量

（例えば, Aoki et al., 2019）

• 低減衰の直下に高減衰域 → 富士山、箱根山に延びる

Okada, Katsumata, and Hotta  (2026) 442026/92
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鉛直に分布する高減衰構造

• 高減衰が鉛直に分布

b

Mt. HakoneMt. Fuji

(b)

𝑸𝒔ି𝟏 (𝟏𝟎𝑯𝒛)

→ PACスラブからのメルト上昇が示唆される

しかし、
火山フロントから離れすぎている

火山フロントにメルトを供給する
別経路がある可能性

Okada, Katsumata, and Hotta  (2026)
452026/92

南海トラフの地震による富山のゆれ

462026/92
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1944年昭和東南海地震(M7.9)の震度分布

気象庁 https://www.data.jma.go.jp/eqdb/data/shindo/#19441207133540

富山県の震度はⅣ程度

472026/92

1944年昭和東南海地震の震度分布図

気象庁https://www.data.jma.go.jp/tsu/knowledge/tonankai/sub/01_tonankai_tsu_gaiyo/index.html
三重県の市町村単位の震度分布（飯田､1977）

482026/92
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1946年南海地震(M8.0)の震度分布

気象庁 https://www.data.jma.go.jp/eqdb/data/shindo/#19461221041904 492026/92

震度分布 2004/09/05 M7.4

502026/92
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1707年の宝永地震の震度分布

防災科学技術研究所 https://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1707_houeijishin/pdf/05_chap01.pdf
512026/92

1707年の宝永地震の震度分布

https://www.bousai.go.jp/kaigirep/chuobou/senmon/tounankai_nankaijishin/16/pdf/sankousiryou2_2.pdf

富山県の震度はⅤに近い
可能性もあり

522026/92
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2024/1/1 能登半島地震

気象庁 https://www.data.jma.go.jp/eqdb/data/shindo/#20240101161022

南海トラフの地震では富山の震度は能登半島地震の
震度は超えない

532026/92

地震に対するそなえ

542026/92
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地震に対する備え

地震は突然にしか発生しない

１．いつでも地震災害に巻き込まれ
ることを想定した準備

552026/92

地震と地震災害

地震の発生 防止不可能

地震動による災害 軽減可能

562026/92
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地震に対する備え

建物倒壊による被災を避ける

２．耐震対策のなされた建物内に
滞在

https://www.bousai.go.jp/kohou/kouhoubousai/h20/05/special_02.html
572026/92

建造物の耐震補強

国土交通省 https://www.mlit.go.jp/road/bosai/measures/index1.html
582026/92
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緊急地震速報の活用

緊急時の行動の準備

３．地震発生時（緊急地震速報を聞
いた時）の行動を頭の中に構築

気象庁 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/eew/shikumi/shikumi.html
592026/92

地震に対する備え

ライフラインの断絶に備える

４．非常食・非常飲料水の準備

政府広報 https://www.gov-online.go.jp/article/202103/entry-10236.html
602026/92
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まとめ
• 南海トラフの地震の特徴

フィリピン海プレートの沈み込みにより発生
プレート間すべりの様相は多様である
過去と同じことが起きることは期待できない

• 地震による揺れとそれに影響を与える要素
震源の特徴による影響は大きいが，経路や直下の
地盤の影響もある

• 南海トラフの地震による富山のゆれ
過去の事例から見て震度３～５弱

• 地震に対するそなえ
その場ではできることは限られている
事前の準備が大切
命を守るためには，建物の耐震が重要

612026/92


